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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

腹
８
月
２８
日
㈮
～
９
月
３
日
㈭　
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午

前
１０
時
～
午
後
５
時
）

淵
電
話
相
談　
錆
０
１
２
０・００７・１１０
（
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
委
員
会

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

犯
罪
被
害
者
等
支
援

●
彩
の
国
犯
罪
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー　
☎
０４８・８６２・０
０
０
１

　
県
、
警
察
、
民
間
支
援
団
体
の
窓
口
を

１
カ
所
に
集
約
し
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ

て
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
の
話
を
聞
き
、

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
早
期
回
復
を

図
っ
て
い
ま
す
。
相
談
、
支
援
は
無
料
で

す
。

淵
▼
生
活
問
題
に
対
す
る
情
報
提
供
・
助

言
な
ど
＝
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

▼
専
門
職
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

警
察
の
捜
査
や
裁
判
の
流
れ
の
説
明
な
ど

＝
埼
玉
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援
室

▼
法
律
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
病
院

や
裁
判
所
な
ど
へ
の
付
添
支
援
な
ど
＝
民

間
支
援
団
体
（
公
社
）
埼
玉
犯
罪
被
害
者

援
助
セ
ン
タ
ー

●
性
暴
力
等
犯
罪
被
害
専
用
相
談
電
話
ア

イ
リ
ス
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
０４８
・
８３９
・
８

３
４
１

　
守
秘
義
務
の
あ
る
専
門
女
性
相
談
員
が
、

２４
時
間
３６５
日
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

物
交
通
防
犯
課
☎
焚
３
９
７

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ

ル
・
管
理
無
料
相
談
所
（
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
）

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
る
住
ま
い
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
管
理
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

腹
８
月
１９
日
㈬　
午
後
６
時
～
９
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ａ

覆
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
方

仏
電
話
で
（
一
社
）
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
（
☎
０４８
・
７１１
・
９
９
２
５
）
へ

全
国
一
斉
司
法
書
士
に
よ
る

手
続
き
支
援
の
た
め
の
養
育

費
相
談
会

　
埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国
青

年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育
費
に
関

す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

腹
９
月
１２
日
㈯　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

専
用
電
話
番
号　
錆
０
１
２
０
・
５６７
・
３０１

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。
※
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

沸
無
料

物
埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会・石
山（
石

山
司
法
書
士
事
務
所
）
☎
０４８
・
４８６
・
９
４

７
３

催
し
催
し

伝
統
文
化
お
こ
と
教
室

腹
毎
月
第
１
土
曜
日
（
１
月
は
第
２
土
曜

日
）　
午
後
２
時
～

※
途
中
の
回
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。

複
９
～
１
月
は
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク

ス
、
２
・
３
月
は
資
料
館

覆
小
学
生
以
上

淵
日
本
の
伝
統
楽
器
の
ひ
と
つ
で
あ
る
箏こ

と

で
、
童
謡
や
唱
歌
を
演
奏
す
る

講
師　
サ
ー
ク
ル
７

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
７
０
０
０
円
（
全
７
回
）

※
初
回
は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

※
途
中
の
回
か
ら
参
加
す
る
方
は
、
残
り

の
回
数
に
応
じ
た
金
額
を
徴
収
し
ま
す
。

仏
８
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

資
料
館
（
☎
９９７
・
６
６
６
６
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

腹
▼
お
は
な
し
会
＝
８
月
２７
日
㈭　
午
後

４
時
～
４
時
３０
分
▼
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎

え
＝
８
月
２８
日
㈮　
午
後
１
時
～
５
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴
、
多
目
的
室

覆
２
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）

淵
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
参
加
者

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
た
姿
を
写
真
に
収
め
、
贈
呈

※
ぬ
い
ぐ
る
み
は
消
毒
し
ま
す
。

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
８
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
）
へ

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
」
こ
わ
い

お
は
な
し
会

腹
８
月
２２
日
㈯　
午
後
３
時
３０
分
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
お
話

な
ど

払
８
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

・
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
そ
う
」

腹
８
月
３０
日
㈰　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
植
物
の
種
を
モ
デ
ル
に
し
た
グ
ラ
イ
ダ

ー
を
作
っ
て
飛
ば
す

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
８
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

開
館
２０
周
年
記
念　
八
條
寄
席

腹
９
月
６
日
㈰　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

淵
日
本
の
伝
統
的
な
話
芸
で
あ
る
落
語
を

楽
し
む

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
８
月
１８
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
９９４
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

八
幡
公
民
館
講
座

①
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
教
え
る
魅
力
的
な

写
真
の
撮
り
方

腹
９
月
２５
日
㈮　
午
前
１０
時
～
正
午

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

淵
魅
力
的
な
写
真
を
撮
る
た
め
の
基
礎
知

識
（
ア
ン
グ
ル
、
採
光
、
レ
ン
ズ
な
ど
）

と
実
践
に
よ
る
指
導

講
師　
恩お

ん

田だ

郁い
く

江え

さ
ん
（
元
ブ
ラ
イ
ダ
ル

カ
メ
ラ
マ
ン
）

弗
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

可
）

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

②
第
１
回
パ
ソ
コ
ン
講
座

腹
９
月
２
日
～
１０
月
７
日
（
９
月
２３
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
５
回
）　

午
前
９

時
３０
分
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
パ
ソ
コ
ン
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
づ
く
り

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん
（
埼
玉
県
ネ
ッ
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

払
１３
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
代
、
２６

日
ま
で
に
八
幡
公
民
館
へ
、
過
去
に
本
講

座
で
購
入
さ
れ
た
方
は
無
料
）

③
い
き
い
き
健
康
ヨ
ー
ガ
教
室
～
ヨ
ー
ガ

で
も
っ
と
元
気
に
！
心
も
体
も
健
康
に
な

り
ま
し
ょ
う
～

腹
９
月
２
日
～
１０
月
１４
日
（
９
月
２３
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
６
回
）　

午
後
１

時
３０
分
～
３
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
全
６
回
参

加
で
き
る
方

淵
ヨ
ー
ガ
の
３
つ
の
技
法
で
あ
る
ア
ー
サ

ナ
（
体
操
）・
呼
吸
法
・
瞑
想
法
を
も
と

に
し
た
実
技

講
師　
金か

な

沢ざ
わ

光み
つ

子こ

さ
ん（
ヨ
ー
ガ
療
法
士
）

弗
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
動

き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
資
料
代
、
２６
日
ま
で
に
八
幡
公

民
館
へ
）

―
共
通
―�

�

仏
８
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

腹
８
月
２２
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
①
小
学
生
以
上
②
小
学
生
お
よ
び
保
護

者
同
伴
の
幼
児

淵
①
お
も
し
ろ
た
ん
か
つ
く
れ
る
教
室
②

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
①
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

沸
①
は
無
料
、
②
は
必
要
に
応
じ
て
部
品

代
あ
り

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

骨こ
つ

骨こ
つ

運
動
教
室

腹
９
月
１５
日
㈫
、
１０
月
２９
日
㈭
、
１１
月
２０

日
㈮
、
１２
月
２１
日
㈪　
午
前
９
時
３０
分
～

１０
時
３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

淵
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
転
倒
予
防
体

操
と
講
話

弗
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

払
各
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
９

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
～
か
ら

だ
作
り
が
健
康
の
秘
訣
～

腹
９
月
２３
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

（
受
付
＝
午
後
１
時
～
）

複
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
話
お
よ
び
実
技
指

導講
師　
県
民
健
康
福
祉
村
健
康
運
動
指
導

士弗
室
内
用
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
８
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
９９５
・
３
３
８
１
）
へ

求
人
企
業
合
同
面
接
会

腹
８
月
２６
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時
（
受

付
＝
正
午
～
午
後
３
時
３０
分
）

複
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー

ル覆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
令
和
３
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
業
見
込
み
の
方
▼
３
年
以
内
の
既

卒
の
方

弗
履
歴
書
複
数
枚

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
入
退
場
自
由

物
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５

　夏休みや休日は、朝食と昼食を一緒にとったり、食欲
がないからと欠食することが多くなり、必要な栄養素や
水分が不足しがちです。
　「規則正しく」「１日３食」「バランスよく」食べること
が大切です。水分が多く含まれている夏野菜や果物を上
手に取り入れ、元気に夏を乗り切りましょう。
　また、疲労回復に効果のあるビタミンＣや抗酸化作用
のある栄養素が豊富に含まれている野菜を１日３５０グラム
しっかり食べましょう。
【主な夏野菜と果物】
　かぼちゃ・トマト・なす・冬瓜・きゅうり・ゴーヤ・
みょうが・ピーマン・すいか・メロン・桃・ぶどう・梨
など
物保健センター☎９９５－３３８１

夏バテ予防のため
夏野菜・果物を食べましょう！


